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研究成果の概要（和文）：本研究は、創造的な問題解決が行われる対話の構造を、拡散的局面と

収束的局面のサイクルとしてとらえ、生理指標、行動指標、主観評価を用いて定式化すること

を目指していた。これまでの研究結果から、創造的対話はいくつかのタイプに分類できること

が示唆された。このことは、創造的対話の定式化にはより複雑なモデルが必要であることを示

している。また、身体動作の同調傾向や引き込み現象は創造的対話の質を示す指標になりうる

ことが示された。生理指標と思考の局面の明確な関係は認められなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed at analyzing and modeling a structure of creative dialogues 
(e.g., problem solving dialogues) from the perspective of ‘divergent thinking’ and ‘convergent thinking,’ 
which are the two types of response to a set problem, using physiological, behavioral and psychological 
indices. The results suggested that creative dialogues can be categorized into several types, indicating 
that more complicated model is needed in order to explain creativity in dialogues. Moreover, the present 
study demonstrated that entrainment level (degree of a listener's body movements occurring early 
simultaneously with a change in the speaker's voice pattern) and body movement synchrony (rhythmic 
synchronization between the body movements of interacting partners) can be used as indicators of 
quality of communication. No evidence of any systematic relationship between physiological indices 
and thinking-types of interactants (i.e. divergent thinking and convergent thinking) was found. 
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１．研究開始当初の背景 
 対話は複数の人間が行なう共同行為と位
置づけられる。共同行為としての対話の性質
を良く表すもののひとつとして、創造的な問
題解決があげられる。創造的な問題解決は対
話の本質的機能の一つといえる。しかし従来、
創造性は個人内の問題として扱われること
が多く、対人間の相互作用的側面は扱われる
ことは少なかった。一方、対話の動的なプロ
セスについては、これまでは主に(a)知識の共
有過程の検討や(b)非言語情報の相互影響の
観点から行われていた。しかし、(a)の観点で
は、対話の創造的側面を捉えることが難しい。
また(b)の観点では対話の表層的な部分しか
捉えられないという問題があった。創造的な
問題解決過程としての対話がどのような構
造をもつかという問題を明らかにすること
は、人間の創造性や対話という行為をとらえ
る新たな枠組みを提供すると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、創造的な問題解決が行われる
対話の構造を、拡散的思考が行われる局面と
収束的思考が行われる局面の二つが繰り返
されるサイクルとしてとらえ、定式化するこ
とを目指し、これにより、従来定性的に語ら
れてきた対話の質（「かみ合わない対話」、「空
回りの対話」、「息のあった対話」など）を客
観的に評価する認知科学的枠組みを提供す
る。 
３．研究の方法 
 本研究では、創造的な問題解決が行われる
対話の構造を、拡散的思考が行われる局面と
収束的思考が行われる局面の二つが繰り返
されるサイクルとしてとらえ、定式化するこ
とを目指し、これにより、従来定性的に語ら
れてきた対話の質（「かみ合わない対話」、「空
回りの対話」、「息のあった対話」など）を客
観的に評価する認知科学的枠組みを提供す
ることを目指していた。対話者の思考フェー
ズ（拡散的思考フェーズ・収束的思考フェー
ズ）を、主観評価、心拍や皮膚電位などの指
標、映像解析によって求められた非言語行動
の指標により明らかにし、それと同時に、対
話の構造を映像解析や発話データの解析に
よって明らかにすることを目指していた。 
 
４．研究成果 
(1)創造的対話の多様性 
 本研究の目的のひとつは、創造的対話に共
通するマクロ的時間構造、すなわち収束的思
考・拡散的思考のサイクルが創造的対話にお
いて生じることを見出すことであった。しか

しながら、多くの対話事例を収録し、創造的
な対話が行われたと定性的に認めうる事例
に関して時間構造上の共通性を見出すこと
を試みたが、実際の創造的対話は非常に多様
であることがわかった（図 1）。特に、対話に
おける主導権が頻繁に交代するペアと、ある
対話者が対話中一貫して主導権を保持し続
けるペアでは、創造的な対話が行われた場合
であっても、言語的・非言語的表出が大きく
異なることがわかった。ある対話者が対話中
一貫して主導権を保持し続ける事例では、言
語的にも非言語的にも対話者の思考過程が
表出されることはほとんどなく、行動指標や
生理指標による解析は困難であった。 
 

 
図 1 対話実験場面。発話をヘッドセットマ
イクで収録し、同時に指につけた計測機で脈
波および皮膚電気反応を測定している。白線
は映像処理の解析対象領域を示す。 
 
(2)対話における主導権の交替の分析 
 上に述べたように、ある種の創造的対話で
は、対話における主導権の交替が円滑に行わ
れている。そこで、対話の主導権の交替がど
のように円滑に行われているかを、代表者ら
が構築した映像解析手法により分析した。こ
の手法は撮影された映像の画素値の時系列
変化に対し短時間フーリエ変換や連続ウェ
ーブレット変換を行うことで、特定の映像領
域内に映っている人物の身体動作の大きさ
の時系列変化を定量的に測定する手法であ
る。この手法により取得された対話者の身体
動作の時系列変化に対し相互移動相関分析
を行うことにより、対話者同士の身体動作の
時間的関係を検討した。その結果、以下のこ
とが示された; (1)対話の主導権が交替する
直前に対話者同士の身体動作の同調性が高
まること、(2)これは，これから対話を主導
しようとする話者の身体動作に後続しても
う一方の話者が動くこと（図 2）。 



 

(3)「かみあった対話」の定量的分析 

問題解決場面を収録した映像の定性的な分
析の結果、創造的な対話が行われた事例では、
対話者は互いの発話に対する関心を非言語
行動によって示す場面が多くみられた。この
ことから、互いの発話に対する関心をどのよ
うに表出しているかは創造的な対話を分析
する上で非常に重要な観点であるといえる。
身体動作の引き込み現象（一方の発話に後続
してもう一方の身体動作が生じる現象）に着
目し、対話相手やその発話内容に対する関心
をどのように表出しているかに関する検討
を行った。さまざまな事例の検討の結果、発
話相手や発話内容に対する関心度と聞き手
側の身体動作の引き込みの程度は正の相関
関係があることが示された。 
 
(4)生理指標と対話中の思考フェーズの関連 
 問題解決対話中の覚醒水準と思考フェー
ズ（拡散的思考フェーズ・収束的思考フェー
ズ）の関連を様々な実験を行い検討した。覚
醒水準の生理指標には平均心拍数、LF/HF 比、
皮膚電位などをとりあげた。また思考フェー
ズの評価には対話者らによる内観報告に加
えて、第三者による対話評価も行った。しか
しながら、思考フェーズと覚醒水準の間に系
統的な関係を見出すことはできなかった。 
 

一方の話者が

対話の主導権を

握った箇所

  
図 2 問題解決対話において主導権の交替
に先立って生じる身体動作の同調傾向の事
例。同調傾向の指標には映像解析により求
められた身体動作の大きさ同士の移動相互
相関係数を用いている（白いほど相関が高
い）。また横軸は対話者の身体動作の前後関
係を表している。 
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図 3 発話への関心度と引き込みの程度の関
係。関心度が高いときほど身体動作の引き込
みの程度（話し手の音声と聞き手の身体動作
の相関係数）が高くなる。身体動作の引き込
みの程度は、映像処理及び移動相関分析によ
り求められた。 
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